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本年度のメインテーマである「水」にちなんで、
水辺でよく見られる鳥「鴨」の形の香炉を表紙
に選びました。水源の豊かさに左右される生物
が暮らせる環境を整えていくことも当社の大切
な役割であると考えます。

　この香炉は首をもたげた鴨をかたどっており、香煙は鳥の首を通って口から立ち
上るようになっています。羽の部分は七宝焼きで、金属線の枠内に埋めた各種色彩
の釉薬や上絵付けなどで羽毛が表現されています。

［鴨香炉］ サイズ：w26 × h38 cm

■ 報告対象期間
2015 年4 月〜 2016 年 3 月（一部最新
のデータを含む）

■ 報告対象組織
高砂香料工業株式会社およびグループ
会社

http://www.takasago.com/
事業活動や国内外の最新情報
を随時アップロードしています。

高砂香料グループ　会社概要

トップメッセージ　　　　　　　　　　　　

特集
縁の下の力持ちが支える、
高砂香料グループの環境保全

排水処理と水源保全活動への取り組み

CSRマネジメント

高砂香料グループの
EHS100（中長期計画）の取り組み　

社会性報告　　

環境報告

海外製造拠点・事業所での
水源保護への取り組み

TOPICS

高砂香料国内グループ拠点における「安全の日」活動報告

高砂香料グループの「社会・環境報告書2015」に
関するアンケート結果について

編集方針

表紙について

■ 実績データ集計範囲
2015 年4月〜2016 年3月

■ 参考にしたガイドライン
GRIガイドライン

■ 次回発行時期
2017 年9 月を予定

高砂香料と
ステークホルダーの皆様との
コミュニケーションのために

　高砂香料グループの CSR 活動をステークホルダーの皆様に知っ
ていただくことを目的に、2003 年度から「環境報告書」の発行を
開始し、2012 年度からは「社会・環境報告書」として情報公開に
努めております。
　「社会・環境報告書 2016」では、環境保全における水源保護活
動について、そのさまざまな取り組みを各生産拠点中心に報告をし
ております。
　2015 年度の CSR 活動のご報告と併せて、ご理解を深めていた
だければ幸いです。

高砂香料では、ステークホルダーの
皆様とのコミュニケーションを図り、
当社の活動への理解をより深めていた
だくために、さまざまなツールによる
情報発信に努めています。
より詳細な社会・環境活動やデータは
当社ウェブサイトでご紹介しています。

当社発行の技術情報誌です。香りの
文化と香料、周辺のサイエンスに関
する幅広い情報を提供しています。

創業からの歴史や事業展開、ま
た香炉をはじめとする高砂コレク
ション®について紹介しています。

香りの文化をつたえるため本社
受付横に設けた「高砂コレクショ
ン®」展示スペースです。

当社の活動報告や目標をステークホ
ルダーの皆様にお伝えする報告書を
毎年発行しています。

CONTENTS

社会・環境報告書　

会社案内 The TAKASAGO Times

高砂香料工業　ウェブサイト

「高砂コレクション®」
展示スペース
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高砂香料グループは、香料技術の最先端の研究を続けてまいりました。

技術と安全・安心の融合により、生活にゆとりと

うるおいをもたらす香料を創り出しています。

人や社会、地球環境との調和を図りつつ、香料やファインケミカル分野の

製品で、お客様、株主・投資家の皆様、お取引先様、従業員等、

ステークホルダーの皆様とともに成長する企業を目指します。

安全・安心な製品を通じて、
豊かな生活づくりに貢献します。
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業績ハイライト

※15年度＝16年3月期

高砂香料グループ 会社概要
高砂香料グループは、高砂香料工業、子会社 37 社および関連会社 1社を有し、世界 28 の国と地域において、
フレーバー、フレグランス、アロマイングリディエンツ、ファインケミカルの製造・販売を
主な事業内容とし、さらに各事業に関連する研究開発も進めています。 
2016 年 3月現在

会社概要

会 社 名
本 社
設 立
資 本 金
従業員数

高砂香料工業株式会社
〒 144-8721 東京都大田区蒲田 5 丁目 37 番 1 号
1920（大正 9）年 2 月 9 日
92 億円
高砂香料グループ　3,249 名 ／ 高砂香料工業（単体）　993 名

TAKASAGO INTERNATIONAL CORPORATION

従業員数

売 上 高

主要事業 フレーバー／フレグランス／
アロマイングリディエンツの
製造・販売

509 名

199 億円

※ EMEA:ヨーロッパ、中東およびアフリカ
　　（Europe, the Middle East, and Africa）

EMEA※

従業員数

売 上 高

主要事業 フレーバー／フレグランスの
製造・販売およびアロマイン
グリディエンツの販売

653 名

240億円

※ アジア - パシフィック：アジア太平洋地域
　（Asia Pacific）

アジア-パシフィック※

p04-05.indd   4 2016/10/03   8:44
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2015年度 地域別売上高 2015年度事業別売上高

■ 高砂香料グループの
　 ４つの事業

Aroma
Ingredients

アロマ
イングリディエンツ

Fine
Chemicals

ファイン
ケミカル

Flavors
フレーバー

フレグランス
Fragrances

従業員数

売 上 高

主要事業 フレーバー／フレグランス
／アロマイングリディエンツ
／ファインケミカルの製造・
販売および不動産賃貸／他
サービス業

1,457名

656 億円

日　本

従業員数

売 上 高

主要事業 フレーバー／フレグランス
の製造・販売およびアロマ
イングリディエンツ／ファイ
ンケミカルの販売

630 名

319億円

米　州
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。

高砂香料工業株式会社
代表取締役社長

top message
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　2015年は、グローバル企業が共有すべき国際的な
指針が示された年でした。
　国連サミットでは、2030 年までに達成すべき「持続
可能な開発目標」が採択され、あらゆる国に対し、貧
困に終止符を打つための経済成長を促し、教育・健康・
社会的保護・雇用機会を含む幅広いニーズの充足と、
気候変動および環境保護への戦略的な取り組みを呼び
かけました。 
　また、「国連気候変動枠組条約第 21 回締約国会議

（COP21）」では、深刻化する気候変動に歯止めをかけ
るべく、すべての国がＣＯ2 排出削減の長期目標を定め、
連携協力して取り組む「パリ協定」が採択されました。
　高砂香料グループは、持続可能な社会を目指すグロー
バル企業の一員として、これらの会議で採択された方針
や目標を共有し、今後の事業活動に反映してまいります。

　創業以来、高砂香料は「技術立脚の精神に則り社会
に貢献する」を企業理念に、香料の領域を食品・化粧
品から日用品・医薬品に広げ、さらに培った技術をＩＴ
産業向け機能性材料にも応用し、人々 が志向する「クオ
リティ・オブ・ライフ」の向上に貢献しています。
　一方で、お客様から信頼されるサプライヤーであり、
地域社会に調和する企業であり続けるため、経営方針
に「地球環境に配慮し、地域社会を大切にした、世界
の人々 から共感を得られる企業を目指す」を掲げ、事業・
製品・技術だけでなく幅広い分野での社会性の向上に
注力しています。
　その実践に向けて、中期経営計画（2015-17年度）
で、ＣＳＲ経営の4 本柱として「ＥＨＳ（環境、健康・衛
生、安全）活動の強化」「社会貢献活動への積極的な
参加」「再生可能な資源を活用するグリーン調達の強化」

「持続可能なものづくりを追求するグリーンケミストリー
の推進」を掲げ、着実に成果を上げています。
　例えば、グリーンケミストリーでは、合成反応を連
続させて効率化する「フロー連続技術」を導入し、消
費エネルギー（CO2 排出）の大幅削減と同時に安全性
も向上させています。また、2016 年1月には持続可能
な原料調達の一環として、微生物や酵母などを活用し

て香料原料を製造するCIT社（米国）を高砂香料グルー
プの一員に加えました。
　 一方で、天然バニラの生産拠点であるマダガスカル
では地元大学へ資源保護に関する研究支援を行うな
ど、現地が抱える課題解決に積極的に関与することで、
グリーン調達と社会貢献の両立を図っている取り組み
事例もあります。
　こうした施策を進展させる不可欠な要素が、あらゆ
る領域での「技術革新」です。中期経営計画では、人
間の感覚を科学的に分析・評価して新たな価値を創出
する「コンセプト」、それを独創的な製品に具現化する「プ
ロダクト」、さらに安全で環境負荷の少ない生産技術を
確立する「プロセス」での革新に向けて取り組みを加
速しています。

　高砂香料グループが世界中のお客様・お取引先様・
地域社会から真のグローバル企業と評価いただくには、
あらゆる面で国際的な視点に立った施策が必要です。
　その最も重要な取り組みの一つが「グローバル人材
の育成」であり、国際規模の異動・交流、グローバル
レベルの人事考課、社内公募制度による人材の流動化
などを進めています。
　また、ダイバーシティ（多様性）では、高砂香料の女
性管理職の割合は 14.8％と日本の製造業ではトップク
ラスにありますが、その割合をさらに高めるべく行動計
画を策定しています。
　同時に、創業100周年となる2020 年に向けた中長
期計画「EHS100」のフェーズ III（2015 〜17年度）では、
生産拠点における労働安全衛生マネジメントシステムの
認証取得を加速しています。安全で働きやすい職場環
境づくりはグローバル企業の責務であり、世界各国・
地域における新たな事業所の設立・操業を通じた継続
的な雇用や納税は、必ずや地域社会の発展に寄与でき
ると考えています。
　本報告書では、ＣＳＲ活動の進捗とともに、特集で
は環境保全における重要な施策の一つである排水管理
に焦点を当ててご報告しています。皆様の忌憚のない
ご意見をお寄せいただければ幸いです。
　今後ともステークホルダーの皆様の変わらぬご支援
をお願い申し上げます。 

持続可能な社会を目指す
世界の指針とともに

真のグローバル企業に向けて、
さらなる進化を

技術革新とＣＳＲ経営を軸に、
お客様や地域社会の信頼を

p06-07.indd   7 2016/10/03   8:50



縁
の
下
の
力
持
ち
が
支
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る
、

高
砂
香
料
グ
ル
ー
プ
の
環
境
保
全

額賀康雄
高砂香料工業(株)
鹿島工場（茨城県神栖市）

森下哲也
（株）高砂ケミカル
掛川工場（静岡県掛川市）

松島哲也
高砂香料西日本工場（株）

（広島県三原市）

平野由洋
高砂珈琲（株）
磐田工場（静岡県磐田市）

佐藤博巳
高砂香料工業（株）
平塚工場（神奈川県平塚市）

篠原義信
南海果工（株）

（和歌山県日高川町）

長谷川 修
高砂フードプロダクツ（株）

（静岡県袋井市）

坂口佳宏
高砂香料工業(株)
磐田工場（静岡県磐田市）

特　集

植木牧子
高砂香料工業（株）
日本EHS
管理統括責任者

横井孝洋
高砂香料工業（株）
安全統括本部　
安全管理部 主任

高
砂
香
料
グ
ル
ー
プ
の
工
場
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
産
プ
ロ
セ
ス
で
水
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

役
割
を
終
え
た
水
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
が
含
ま
れ
る
た
め
、
排
水
処
理
に
よ
っ
て
人
や
生
態
系
に

影
響
を
与
え
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
負
荷
を
減
ら
し
て
川
や
下
水
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

も
し
排
水
処
理
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
と
生
産
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
大
気
・
土
壌
・
水
質
の

汚
染
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。
排
水
処
理
は
、
工
場
の
安
定
操
業
と
周
辺
環
境
を
守
る
最
後
の
砦
で
す
。

そ
こ
で
国
内
の
主
要
工
場
で
排
水
処
理
に
携
わ
る
社
員
が
、
そ
の
仕
事
ぶ
り
や
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
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ヒーエキス等を生産しています。工程で溶剤を使わない
ため原水の環境負荷は小さいですが、放流水の希釈や臭
気対策で地下水を利用したり雨水を再利用したりしていま
す。森林保全活動にも積極的に取り組んでいます。曝気
槽※ 5 に居る微生物は24 時間監視し、夏に活性が悪くな
ると発酵臭が発生するので、密閉して洗浄集塵装置で脱
臭しています。
佐藤：平塚工場は、もともと合成・フレーバー ( 食品香
料 )・フレグランス系の製品を生産していたため排水処理
場も大規模です。しかし、生産の再編により現在はフレグ
ランス系だけとなり、処理する排水原水が大幅に減少した
ため、夜間は曝気を停止する間欠運転でエネルギーの節
減に努めています。また、上水と地下水を併用しています
が、処理場内で放流水を循環利用して節水を図っています。
篠原：南海果工は、和歌山県産のウメ・ミカンなどを原料
に果汁飲料、食料品原料、清涼飲料水を製造しています。
排水原水の特徴は、カカオエキス製造による油分を含み、
ウメとミカンの搾汁時期は水質や濃度の変動が激しく、
運転条件の調整を慎重に行っています。河川放流ながら
BOD 排出基準は 100 mｇ/ℓと緩やかですが、自主基準と
して 20 mｇ/ℓを目標とし運転しています。
松島：高砂香料西日本工場は、フレーバーの新たな生産拠
点として昨年に稼働を開始したばかりです。排水処理場は
24 時間稼働で、連続して動き続ける機器も多く、トラブル
が起きればすべてが初めてのケースとなり、適切に対処し
なければというプレッシャーを感じています。好気性の活
性汚泥で処理して下水放流していますが、曝気槽の大きさ
は十分で、今のところ処理量も問題ありません。ただ、三
原市の冬はかなり冷えるため、年間を通じた最適な温度管
理や運転条件の割り出しに取り組んでいるところです。

植木：工場ごとに生産品は多種多様で、工程から出る排水
原水の汚れもさまざまですが、排水処理場では微生物が
汚れを分解する方法で水を浄化しています。排水処理に携
わる皆さんは、高砂香料グループのCSRの柱であるEHS

（環境、健康・衛生、安全）活動の最前線にいて、操業
と環境を守る最後の砦でもあります。まず各工場の排水
処理の特徴を紹介してください。
坂口：磐田工場は、化学合成でメントール・香料・医薬中
間品などを製造し、排水原水は有機合成品や溶剤を含み、
塩分濃度が高いのが特徴です。微生物処理で浄化した排
水は河川に放流し、これに適さない高負荷の原水は焼却
炉で無害化処理します。工場は連続操業のため、休日や
連休中も交代で処理場の状態を確認しています。
額賀：鹿島工場は、清涼飲料向けの柑橘系エッセンス、バ
ニラやスパイスなどの天然物抽出液、コーヒーやウーロン
茶などのアロマエキスなどを生産しています。汚れを分解
する微生物は、主原料のアルコールを好む嫌気性の微生
物で、殺菌剤や塩素は大敵のため、こうした阻害物質が原
水に含まれる場合は、製造部と連携して微生物を傷めな
い措置を取ります。工場は工業団地にあり、処理後の排水
は下水に放流し、下水処理場を経て海へ放流されます。
長谷川：高砂フードプロダクツは、食品香料をはじめ、粉
末香料、天然調味料等を生産しています。動植物から得ら
れた原料を使用しているため排水処理後にできる余剰汚
泥は良質で、乾燥し肥料化（農林水産省承認）しています。
また、生物ろ過槽※１でコイを飼育し、見学者に見せると「放
流水は、ここまで浄化されているのか」と感心されます。
森下：高砂ケミカル掛川工場は、天然精油・合成香料・
医薬品原体や中間体・電子材料・触媒・写真工業用材料・
感光性材料など多種少量生産で、排水原水も多様のため
処理・管理は複雑です。浄化法は微生物による活性汚泥
法※２ですが、掛川市との協定による河川への排水基準が、
COD※３（化学的酸素要求量）、BOD※４（生物化学的酸素
要求量）とも 20mｇ/ℓと、下水放流に比べて 30 分の１と
いう厳しさです。排水処理場は 365 日稼働のため、土日
曜も長期休暇時も交代で監視しています。 
平野：高砂珈琲磐田工場では、レギュラーコーヒー、コー

※ 1  微生物を付着させた担体の層に排水を通し、生物学的分解と物理学的ろ過による除去を同時に行う槽。
※２  酸素を好む好気性微生物を利用し、排水中の有機物を分解する排水処理方法。活性汚泥（好気性微生物群）と汚水を混合して空気を吹き込み、その曝気を停止し静置すると汚泥が沈降する。
※３  水中の酸化されやすい物質 ( 主として有機物 ) によって消費される酸素量。
※４  汚水中の有機物が好気性微生物の生物化学的反応によって分解される時に消費される酸素量。
※５  曝気は微生物群に必要な酸素を供給するための操作で、酸素供給とともに汚水と微生物を撹拌する。

磐田工場の排水処理場

工場ごとに生産品・汚れの質・規制値が
異なる中で、ＥＨＳ活動の要として奮闘

p08-15_0922.indd   9 2016/10/03   8:52



10 TAKASAGO Social and Environmental Report 2016

いものもあるので、微生物への影響を最小限に抑える対
策に苦心します。負荷の大きな原水が入る場合、事前に
掲示してスタッフ全員で共有します。また、曝気槽は臭気
対策を兼ねてシートで囲ってあり、夏は夜でも放熱できな
いので地下水を入れて冷やします。微生物の世話をする
のは熱帯魚を飼うのと同じで、どの工場でも苦労していま
すね。                       
平野：皆さんは余剰汚泥を、どのように処理していますか？
高砂珈琲では、低濃度の余剰汚泥は希釈して下水に放流
しています。以前は河川放流のため、それはできませんで
したが、環境リスクとコストのバランスを勘案して 15 年前
に下水放流に切り替えました。
長谷川：当社では、徹底的に脱水して量を減らし、経費
節減のため私たち自身で1日に3回ほどトラックに積み込
んで運んでいます。汚泥はセメント原料や肥料向けに再利
用されるので、引き取り先が結構あるんです。
植木：それは大変な労力ですね。

横井：香料メーカーなだけに臭気が強い排水が出てくるこ
ともあり、臭気対策は重要ですが。
佐藤：平塚工場ではフレーバー製造が西日本工場に移転
してから臭いは減少しましたが、暖かくなると排水処理場
に近い住宅が窓を開けるため臭気の拡散には特に気をつ
けています。臭気パトロールに関しては、週2回、工場内・
外、排水処理場、廃棄物置場の見回りを行っています。
坂口：磐田工場は安全環境委員が臭気計を持って、毎週、

横井：排水処理で最も気を使う点は何ですか？
坂口：汚れを分解してくれるのは微生物です。生き物だか
ら機械のように突然止まることはないが、変化し始めると
止まらなくなる。そうなると立て直しが大変なので、その
前に手を打ちます。微生物の調子が悪くなると未処理の
物質が川に流出するリスクがあるので未然防止に努めて
います。処理場にはカメラが設置してあり、重要なデータ
や状況が携帯電話で確認できるので休日もチェックして
います。朝晩の定期点検以外は無人運転なので、何も連
絡が入らなくても就寝前には必ずチェックしています。こ
れは、もう職業病ですね。
森下：最近こそ緊急の呼び出しはありませんが、以前は日
付が変わる頃、巡回中の警備員から呼び出されたことも
ありました。
植木：そこまで警備員さんが対応してくれますか？
森下：何か異常があったら連絡するようお願いしてあるの
で。そういう時は否応なしに対応します。
篠原：私は自宅から工場まで 10 分なので、休日の朝も見
に行きます。ポンプ停止などの設備故障は警備会社が知
らせてくれますが、微生物を混ぜた活性汚泥の沈殿状況
などは、私たちが見ないと判断できませんから。
横井：排水管理で一番の難しさは何ですか？
篠原：最も気を使うのは正月休みで生産ラインが停止する
と排水濃度が急激に下がることです。濃度のバラつきをな
くすよう努力しています。水温が低くなり微生物の活性が
弱くなる冬場は曝気槽の温度調整が難しいです。
長谷川：当社では年末年始の休暇中に水温低下対策とし
て、80トンほどの熱湯を作り処理場に流しています。
植木：えっ！微生物がヒートショックを起こすのでは？
長谷川：以前、曝気槽に蒸気を投入しましたが、効果が
見られませんでしたので、お湯を流すこととしました。こ
の方法で水温を 20℃以上に保持できるようにしています。
平野：うちはその逆で、排水は熱く、冬でも曝気槽は
20℃近くあります。そのため取り組みのメインは夏場の
温度を管理することです。
坂口：磐田工場は製品が多品種のため排水負荷の変動が
大きい。これに対応する難しさと、排水原水には質の悪

微生物が常に活発に汚れを分解するよう
24時間365日、監視して最善を尽くす

排水処理場
微生物

香料メーカーだからこそ臭気対策には力を注ぐ
そして担当者が天気予報を気にする理由は？
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外周と工場の中を計っています。排水処理場というより工
場全体の臭いのチェックです。工場の従業員が見回るの
で「あ、今日はいつもと違う臭いがするぞ」と、工程での
異変をいち早く察知する効果もあります。
平野：高砂珈琲では、排水処理場の臭いは曝気槽を鋼板
でふさぎ、排気は排ガス処理装置を通します。ただ、生
産に伴う排気が時に大量に出るため、臭いの特性として
一部が風に運ばれます。そのため近隣にモニターをお願
いして定期的に聞き取りしています。また、毎日、臭気計
で工場の境界4カ所と風下１ｋｍで確認しています。
額賀：鹿島工場は工業団地内にありますが、自社管理の
他二十数社が連絡協議会を組織し、数社が輪番制で月2
回、工業団地内の臭気パトロールを行っています。
横井：環境負荷物質の漏えい・流出を防ぐ対策は？
篠原：うちはポンプが止まったら即アウトなので、警備会
社の監視システムと連動し、設備異常があれば夜間なら
宿直または私に連絡が入ります。
坂口：磐田工場は処理水・放流水を交互に１時間ずつ自
動計測し、数値が高いとメール送信されてきます。各製
造で使った冷却水も1系列にまとめて放流しているので、
数値が高い場合は直ちに調査します。
植木：最近、日本も東南アジアのような集中豪雨が頻発し
ています。大雨により排水が環境に与えるリスクは？
平野：当社では都市計画法に基づき、河川に流す手前に
調整池を設けています。ただ、河川より工場が低い位置
にあるので、過去に大雨で処理場のピットに流入したこと
がありました。そのため水位の異常を感知すると自動的に
メールが送信され、すぐに土のうを積み雨水を排除します。
長谷川：高砂フードプロダクツは曝気槽が外気に開放され
ているため、大雨が降ると流量が3～5トン持ち上げられ、
事前に流量を下げておかないと処理できなくなります。そ
のため天気予報に注意し、大雨が降りそうな時は製造担
当者と連携調整します。
額賀：鹿島工場は嫌気性の微生物なので各槽には蓋がし
てあり雨水は入りません。雨水は敷地内にある50トンの
ピット経由で海域に出るので豪雨でも問題ありません。

高砂香料国内グループにおける
標準的な排水処理の仕組み

工場内で発生した排水
を処理場へ送ります。

水質や流量を均一化さ
せるために一旦滞留さ
せます。

微生物を含む汚泥を混
ぜ、継続的に空気を注
入 ( 曝気 ) し微生物を
活性化させます。微生
物の働きにより有機物
( 汚れ ) を分解します。
新たに発生した汚泥は
抜き取り、脱水等を経
て減容し、産業廃棄物
として排出された後、
肥料やセメント等に再
利用されます。

原
水

調
整
槽

沈
殿
槽

標
準
活
性
汚
泥
曝
気
槽

河
川
放
流
前
ピ
ッ
ト

河
川
放
流

ゆっくり撹 拌させて、
汚水に含まれている浮
遊物を沈殿分離させま
す。清澄な水が上層部
に現れます。

河川放流の前に、適正
な水質基準にまで処理
されたことを確認する
ため、ピットに一度溜
めて水質を確認します。
処理後の排水を用いて
鯉を飼育している事業
所があります。

適正に処理された水を
河川へ放流します。
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横井：排水処理場業務に携わる大変さと重要性を全社職
員に知ってもらうことは、環境活動を促進させる上で重要
と考えます。新人研修などで排水処理を教えるプログラム
を組み入れている事業所はありますか？ 
佐藤：ISO 教育をしていますがやはり製造がメインなので、
製造部での研修が主となります。平塚工場では、総務や
設備部門で研修を受ける事例はあまりないですが、縁の下
の力持ちのような部署を経験してから正式配属されると、
製造部門での取り組み姿勢も違ってくると思います。
額賀：鹿島工場の製造部は、高濃度の排水と低濃度の排
水を分けて送水します。これが守られているから、排水処
理場で濃度を調整して処理できるわけです。新人教育で
は、最初にこのルールを教え、処理場も見学させています。
だから誤って規定外の排水を流してしまった場合は、直ち
に私たちに連絡が入ります。
森下：掛川工場では、排水処理部門が製造部に所属して
いるためか、ISO 関連の教育の中で、製造で使った原料
が最後にどうなるかをしっかり教えます。最近も水質汚濁
防止法について製造部要員に説明しましたが、彼らは皆、
環境意識が高く、真剣に耳を傾ける姿を見ていると「この
仕事をやってきた甲斐があったな」と思います。
長谷川：当社の新人研修は、1年間かけてすべての職場を
経験するローテーション方式です。新入社員は最初に ISO
や環境・安全を勉強し、それぞれの所属部署からスタート
して全部署を体験して所属部署に戻ります。
横井：最後に、どこに仕事のやりがいや喜びを感じますか？
また、将来に向けた希望や構想があれば……。
坂口：生き物を扱う苦労はありますが、そこがこの仕事の
おもしろさでもあります。自分がこうやれば、こうなるとい
う予測や仮説を立て、その通りになると嬉しいものです。
マニュアルがあってないような仕事ですから。
平野：私の楽しみは顕微鏡で微生物を観察する時です。
珍しい種類や動きのいい原生動物を見つけて「おもしろい
のがいるよ」と同僚や後輩が声をかけると、みんなで顕
微鏡を覗きます。彼らが元気に汚泥を食べる様子を見ると

「ああ、よく働いてるなあ」と嬉しくなります。
佐藤：私は日常点検で一つ楽しみがあって、平塚工場の処

理場から西を見ると、沈殿槽と曝気槽の間から見事な富
士山が見えるんです。特に冬場は空気が澄んでいて、つい
写真を撮ってしまいます。
植木：それは、うらやましい。
松島：うちの工場長は、この仕事に非常に理解があり、「排
水処理場は、工場の第二の心臓部だ」と言われます。トッ
プが施設の重要性や点検保守の大変さを認識されている
ことは大きな励みになっています。
坂口：私は、製造の人たちに一度、排水処理の業務を経
験してもらいたいと強く思います。そうすると製造の職場
に戻ってから、油を流出すれば後工程にどれだけ大変な
処理や負担がかかるか実感できるはずです。我々は少人数
で日々奮闘していますが、言葉で説明してもわからないし、
作業の大変さは理解できないでしょうから。
森下：製造部門の人は、自分たちが原料に何を使っている
かわかっているので、僕らがノウハウを教えれば水処理の
仕事もできるはずです。理想論かもしれませんが、そんな
教育プログラムを普及させていけば、処理場のメンテナン
ス体制にも厚みが生まれ、ものづくり現場でも環境意識
がさらに高まると思います。

平塚工場の排水処理場から見た富士山

排水処理場は「工場の第二の心臓部」、誰もが
そんな意識を持てば、ものづくりも変わるはず
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高砂香料工業

高砂香料工業

高砂香料工業

平塚工場

鹿島工場

磐田工場

　平塚工場は、環境方針に基づき、水使用量の削減を、環境目的・
目標に取り上げ、積極的に活動展開しています。
　水の使用には、上水使用と地下水使用がありますが、いずれにお
いても効果が見込まれる方策として、放流水の再利用率が向上し、
使用可能な用途を模索した結果、上水の使用では、廃棄物置場の
床洗浄への再利用を図り、上水使用料を節減できました。
　また、地下水を使用した沈殿槽への散水を沈殿槽内へ水中ポン
プを設置して、放流水の循環散水方式に変更し、地下水使用の大
幅削減を実現。これらの活動展開により全水使用量 (12,733トン)
の約 4.5％の削減が図れました。この他、見える化推進の一環とし
て、水使用量の目標・実績が一目でわかるよう、推移グラフを工

　鹿島工場の水資源は、市水（上水道）・工業用水・脱塩水があり、
市水は一般的な飲料用ならびに工場の洗浄用水として活用していま
す。また、市水からイオン交換水を精製し、製品に使用、また工業
用水は主に排水処理場と緊急時の消火用水に、脱塩水は設備の冷
却水に利用しています。
　排水は鹿島工場で処理した後、茨城県鹿島下水道事務所深芝処
理場へ送られ２次処理後は海域へ放流されます。
　鹿島工場の排水処理場は日量305㎥の嫌気性処理設備として平
成8年に設置後、逸脱等なく順調に処理しています。水資源につい
ては、高砂香料グループにおける水資源の 2％削減を目標に、コスト

　磐田工場の排水処理場では製造排水の活性汚泥処理を行い、無
害化した処理水を河川（祝川）へ放流しています。河川放流するた
めの適正処理は工場運営を行う上で非常に重要な位置です。活性
汚泥は菌であり生き物のため、工場排水は常に同じ状態ではなく、
処理状況も日ごとに変わります。そのため平日だけでなく、休日や
連休中も交代制で状態確認を行い、処理の維持管理に努めていま
す。また、曝気槽１槽に「微細散気管」を新規導入し、菌への空
気供給を増やすことで菌の活性状態が良くなり節エネ等が期待さ
れています。
　また、磐田市が推進する「磐田市まち美化パートナー制度」に加

排水処理と水源保全活動への取り組み

削減活動やカイゼン提案活動によって水資源使用量の抑制に全従
業員が取り組んでいます。製造体制はバッチ運転のため、連続製造
工程などがなく抜本的な削減案を模索しながら、一般的な節水活
動と洗浄時間の短縮など地道な提案活動を実施しています。2015
年度は水資源を削減するカイゼン提案で従業員一丸となり、72トン
の削減に成功しています。

入し、月1回の祝川の清掃や、年1回の地域企業と磐田市合同での
まち美ウォークラリーへの参加などで地域の環境美化に努めていま
す。さらに、産業廃棄物協会による環境美化・不法投棄廃棄物の回
収活動や環境保全推進協議会の植樹作業、間伐作業にも積極的に
参加し地下水資源や山林の保護に貢献しています。

場内に掲示、積極的に啓蒙活動を展開しています。 今後も、さら
なる再利用法の模索や放流水の有効使用を拡大すべく展開を図っ
ていきます。

排水処理場の
沈殿槽

排水処理場

従業員による
祝川の清掃
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高砂スパイス

高砂ケミカル

秦野工場

高砂フードプロダクツ

掛川工場

　秦野工場は神奈川県秦野市に位置し、その水源の一つである秦
野盆地湧水群は、平成 27 年度環境省主催の名水百選 30 周年記念

「名水百選」選抜総選挙 おいしさがすばらしい「名水」部門1位を
獲得しています。この水源を守るため、排水のｐＨ・温度・CODを
自主検査として月1回の頻度で計測している他、重油・廃溶液が河
川へ流出する可能性が発生したと想定のもと、土嚢等を使用した河
川への流出防止訓練を定期的に行っています。
　また、各部門ごとに１日 1 回の頻度で行っている水道使用量の調
査を元とした漏水の有無・異常な使用量の増減のチェックなど、掲
示物を利用した節水の呼びかけ等による水の無駄使い防止に努め
ています。

　高砂フードプロダクツでは、上水道を水源としており、年1回の受
水槽の清掃および点検を実施しています。また、月1回の受水設備
の点検と週1回の残留塩素濃度の測定を行っています。
　排水は、活性汚泥法にて工場排水を処理し、排出された汚泥を
脱水した後に乾燥して肥料化しています。さらに純水装置から排出
される覆水をストックタンクに貯蓄し、ウォータースクラバーの補給
水等に再利用することで、上水使用量を削減し、節水に努めています。

　掛川工場では、製造で使用する工程水（上水道水）、釜を冷やす
ための冷却水（地下水・工業用水）等で多くの水を使用しています。
地下水は 2007年に塩水化が一部の井戸で進行し、地下水保全のた
めに 2009年8月より工業用水（700m3/ 日、農業用水の転水）を
導入しました。その後、工場全体で節水（適正な水使用量の把握・
見える化、冷却方法の見直し）に努め、通常に回復しています。
　また、当工場では製造品目が大変多く、少量多品種で製造を行
うため、排水の特性もさまざまで管理が複雑です。排水処理場は生
物処理（活性汚泥法）のため、季節的な変動も大きく、責任者は排
水状況をもとに、これまでの経験則から調整を行い適切な水質管
理に努めています。
　掛川市との協定による排水基準は厳しくBOD、CODともに最大
で 20mg/l、SS で 30mg/l、また有害物質も法・県条例のほぼ 10
分の 1 以下の基準値となっています。排水処理場は 365 日稼働し、

ポスターで節水の呼びかけ

排水処理場

沈降槽を点検する様子

土日や長期休暇時も交代で監視しています。工場南には同所川があ
り、処理水を放流しています。同所川の南側に位置する総合運動場
では週末に野球やテニス、散歩する人などが多くこの環境を維持し
ていけるようさらなる対策を講じていきます。
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高砂珈琲

磐田工場
　磐田工場では、排水処理場の放流水の希釈や臭気対策用などに
地下水を使用しています。地下水源保全のために磐田市環境保全推
進協議会と中遠地域地下水利用対策協議会主催の地下水涵養事業
である森林の間伐作業や植樹・下草刈り作業に毎年2回積極的に参
加しています。また、特定事業場である当工場の排水は、下水道放
流規格に適合するよう、放流水の希釈には雨水や臭気対策用水を
再利用するなど節水対策も実施しています。

檜の植樹作業に参加

節水への注意喚起を呼びかける表示

排水処理場の点検

高砂香料西日本工場

南海果工

　高砂香料西日本工場は、広島県三原市に位置し、高砂香料国内
グループの中では一番新しく、周辺は天然記念物であるエヒメアヤ
メの自生地やホタルの里など、自然環境に恵まれた土地に立地して
います。この自然環境を守るため、上水使用量の監視や排水処理の
徹底を図ることで、環境負荷の低減を行っています。
　上水については、従業員全員が節水型トイレや自動水栓などを
利用し設備視点で節水を実施しています。活性汚泥法による排水処
理設備では、汚泥量の適正化を図る運転を心がけるとともに、毎日
pH、DO、MLSSの測定も行っています。また、公的検査機関にお
ける排水の水質検査を実施することで処理場の運転を確実なものと
しています。

　南海果工は 2km 離れた井戸から自前の送水管を経由して一日当
たり揚水量の90％に相当する 2,600トン、多量の井水を製造用水と
して利用しています。節水の啓発活動は工場内の表示や会議を利用
しています。缶飲料用レトルト釜の冷却水は、水温を考慮し 2 回利
用して放流するなど節水に努めています。
　2017年2月に更新する冷蔵庫用の冷凍機は空冷式を選択し、従
来と比較して一日当たり150トンの節水を見込んでいます。また、プ
レート式熱交換機に使用している冷却水についても再利用の可能性
を検討し、チラー冷却機による冷却、または温排水としての再利用
も検討し、さらなる水資源活用を推進していきます。
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　高砂香料グループは、地球環境に配慮し、社会に信頼
される企業を目指して、未来を見据えた事業活動の推進
を通じてより良い社会づくりに貢献していきます。
　また、社会の公器として、企業活動の経済面、環境面、
社会面という三つの側面でバランスの取れた経営を推進し
ていきます。具体的には、産業廃棄物の削減やエネルギー
効率の見直しなどで環境負荷を低減し、生物由来の原材
料の保全に努めるとともに、多様な人材を活用するダイ
バーシティ・マネジメントなどに積極的に取り組んでいます。

　高砂香料グループでは、CSRビジョンを実現するため、
EHS 担当役員と日本・アジア - パシフィック・EMEA・
米州の４極のEHS 管理統括責任者から構成される「グ
ループ EHS 委員会」を設置しています。「グループEHS
委員会」では、CSRにかかわる方針や戦略、活動内容
を議論・決定し、持続可能な社会の実現に向けたCSR

活動をグローバルに展開していきます。またさらに、国
内外すべての生産拠点にサイトEHSマネジャーを配置
し、グループ内での環境・衛生および健康・安全面の活
動の実践と強化を図っています。

　ステークホルダーの皆様から信頼され、評価される経
営を目指す高砂香料グループは、経営判断の適正性、経
営のチェック機能および情報開示による経営の透明性を
高めることに努め、コーポレート・ガバナンスの充実を図っ
ています。
　取締役会では「内部統制に関する基本方針」を定め、
取締役による経営判断の効率化と業務執行の迅速性を確
保するため、執行役員制を導入し、取締役会の企業統治
機能と執行役員による業務執行の分化を図っています。

　業務監査を行う監査部を事務局とする「内部統制委
員会」を設置し、内部統制の推進・実施および評価報
告制度への対応などに取り組んでいます。

　平成27年3月に取締役社長を委員長とする「コーポ
レート・ガバナンス委員会」を設置し、持続的な株主価
値の向上を目指しています。
　また、コーポレート・ガバナンスにかかわる重要事項
につき審議し、取締役会へ上程する体制としております。

CSR推進のための組織

CSRビジョン

内部統制委員会

コーポレート・ガバナンス委員会

CSRビジョンの主な考え方

世界4極EHS管理統括体制図

※1  EMEA:ヨーロッパ、中東およびアフリカ　（Europe, the Middle East, and Africa）
※2  アジア-パシフィック：アジア太平洋地域（Asia Pacific）

CSRマネジメント
高砂香料グループは、「技術立脚の精神に則り社会に貢献する」
を企業理念に、コーポレート・ガバナンスおよび
コンプライアンス体制の強化などを通じて透明性の高い
誠実なCSR経営を目指していきます。

C S R  M a n a g e m e n t

コーポレート・ガバナンス
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　高砂香料グループでは、コンプライアンスを経営上の
重要な課題と認識し、公正・適切な企業活動の展開や
コーポレート・ガバナンスを充実させていく中で、体制の
継続的な改善を図っています。企業憲章および行動規範
で法令や社会規範の遵守を挙げるとともに、内部通報
制度「明日への窓」を設置し、コンプライアンスに関連
する制度や諸規程を整備しています。
　また、監査部においては適正な業務運営に対する業務
監査を、安全統括本部においては労働安全衛生、環境
保全、保安防災に関する監査を実施し、それぞれ関連す
る法令への適合性を含めた監査を行っています。さらに、
ISO14001 などのマネジメントシステムに対する外部審査
を受審する際にも関連法令への遵守状況がチェックされ
ています。2015年度は、国内6カ所、海外5カ所で、監
査法人SGSによる審査を受審し、重大な法令違反はあ
りませんでした。

　取締役社長を委員長とする「コンプライアンス委員会」
を設け、重要事項を審議・立案・推進し、コンプライア
ンス体制の確立・遵法精神の徹底を図っています。

　高砂香料工業では、従業員（出向者を含む）、パート
従業員、関連会社の従業者など、当社の業務に従事する
すべての者が利用できる相談窓口「明日への窓」を設置
しています。職制や個人での解決が困難なコンプライア

ンスに関するさまざまな問題について、内部通報制度を
通して倫理や法令の遵守を推進するよう努めています。

　高砂香料グループでは、緊急を要する有事の際に、本
社と国内外拠点が迅速に対応ができる体系整備を進め
ております。

　重要な指揮・命令がスムーズに伝達できるよう、危機
管理本部と海外拠点を結ぶルートの見直しを行い、複数
の連絡手段も併せて確立しました。

　大規模災害や緊急事態などの発生リスクに備え、高砂
香料グループでは国内外拠点に標準化したBCP（事業継
続計画）の手順整備・策定に取り組んでおります。

コンプライアンス委員会	

連絡体制の見直し整備

BCP（事業継続計画）の強化
内部通報制度

コンプライアンス体制

クライシスマネジメント（危機管理）　

危機管理体制図

 コーポレート・ガバナンス体制図
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高砂香料グループのEHS100（中長期計画） の取り組み
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高砂香料グループのEHS100（中長期計画） の取り組み 「EHS100（中長期計画）」はEHS宣言を達成していくための中長期計画で、
創立100周年にあたる2020年度までを3カ年ごと4期に区分して、取り組んでいます。
本計画は毎年見直しを行い、その内容を4月末に更新します。
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社会性報告
高砂香料グループは、「社会の一員としてより良い
社会を目指して、積極的に社会貢献活動に参加する」
ことを企業憲章に掲げ、地域と共生しながら
社会に貢献する取り組みを推進しています。

不法投棄廃棄物回収作業

普通救命講習会を実施

ワークライフバランスへの配慮

不法投棄タイヤ回収数

救命技能認定者

有給休暇取得率

2 0 1 5 年度のH i g h l i g h t s

S o c i a l  R e p o r t

　高砂香料グループは、地域の方 と々良好なコミュニケー
ションを図りながら、ボランティア活動や地域交流などに
積極的に参加し、豊かな地域社会の構築に寄与していきます。

　2015年9月、高砂香料工業が協力したシャンタル・ジャ
ケ著 「匂いの哲学」 が出版されました。香りを愛する人た
ちへ向けた本書の目的は、「視覚や聴覚と異なりこれま
で無視されてきた嗅覚の地位を挽回すること」、「匂いと
香りの地位を確固たるものとし“ 鼻の哲学 ”ともいうべき
ものの存在を明らかにすること」。本書の中では、高砂
香料工業に対する謝辞も述べられています。

　2015 年10 月、南仏グラース市で開催されたシンポジ
ウム『Tresors Humains Parfumes』（香りを愛する素晴
らしい人々 ）において、IR/ 広報室 鈴木 隆が高砂香料創
業者 甲斐荘 楠香のグラースでの足跡について紹介する
スピーチを行いました。今年で３回目を迎えるこのシンポ
ジウムには、香料業界より天然香料会社やグラース出身
の著名な調香師らが参加。テーマに沿った議論が繰り広
げられ、大盛況のうちに幕を閉じました。
　現在、グラースは、香料文化の中心地としてユネスコ無
形文化遺産登録への準備を
進めています。実現すれば、
香りが文化の一つとして広く
認定されるきっかけともなり、
香料業界にとって期待が高ま
る登録となりそうです。

　2015年12 月、 フランスの 化 粧 品 業 界 の 週 刊 誌
COSMETIQUE HEBDOに、高砂香料グループが取り組ん

本

約

名

%

400

110

65.4

南仏グラースのシンポジウムにてスピーチ

2016年3月末現在

シャンタル・ジャケ著 「匂いの哲学」 出版に協力

地域コミュニケーションと社会貢献活動

仏の化粧品業界週刊誌に「小笠原プロジェクト」
に関する記事が掲載

地域とのかかわり

海外での取り組み

グラースでのシンポジウムの様子
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だ「小笠原プロジェクト」に関する記事が紹介されました。

　当プロジェクトは、日本固有種の香りの補修・再現
を目指した取り組みで、小笠原を皮切りに、生物多様
性に関する取り組みとして今後も継続を予定しています。
2016 年は北海道・礼文島にて同様の活動を現在展開中
です。

　2016 年3 月、蒲田地域の高齢者在宅サービスセンター
に通う10 名が本社17 階の展示スペースに訪れました。
香水瓶や香炉などの「高砂コレクション®」の見学、さら
に花や食品など何種類かの香料を実際に匂い紙につけ匂
いを当てる体験をしたりと、香料への理解を深めていた
だきました。皆さんは長年蒲田地区に住み、本社のある
アロマスクエアができる前の旧研究所をご存知の方も多
く、「いつも匂いがしてたね」と当時の様子を語ってくだ
さいました。今後も当社の活動を広く知っていただくため、
このような機会を設けてまいります。

　当社制作の 2016年高砂カレンダーが第67回全国カレ
ンダー展で「実行委員会奨励賞」を受賞しました。
　審査基準はデザインと実用性の
調和、素材活用、メディアとしての
機能性、創造性のあるもので、「実
行委員会奨励賞」は実行委員会
が認めた特筆すべき作品というこ
とです。トップの賞を含め、「受賞」
は応募作品全体の10% 程度との
ことで、価値ある受賞となりました。

　2015年8月、多摩六都科学館で夏の特別企画展「感
覚の迷宮～世界は錯覚でできている？！」が開催されまし
た。高砂香料工業は、その企画展と連動して行われた
サイエンスショー「いいにおい！香りのビーズをつくろう！」
に、香り素材を提供しました。イベントの様子は多摩六
都科学館ウェブサイトからご参照いただけます。

　2015年9月、日本大学生物資源科学部食品生命学科
3年の学生15名が、食品製造の現場を知るという目的で
高砂珈琲磐田工場を来訪しました。同学科では、実践
的な技術者の育成を目指して体験型の製造実習を開講し
ているとのこと。工場見学後には、品証室が検査内容や
世界のコーヒー豆の味
と香りなどについて説
明を行いました。学生
からは活発な質問が飛
び交い、充実した実習
となりました。

　2015 年11月、磐田工場と高砂ケミカル掛川工場が合
同で不法投棄廃棄物の回収作業に参加しました。公益
社団法人静岡県産業廃棄物協会が主催し、地域を管轄
する西部保健所や地域企業が参加するこの取り組みに
は、磐田工場・高砂ケミカルとも毎年参加し、回収作業
に協力しています。
　今年は、前夜の降雨により悪条件下での作業となりま
したが、磐田市内海岸近くの土地に不法投棄された廃タ
イヤ約400本を回収しま
した。今後もこのような
回収作業に参加し、地域
の環境保全に協力すると
ともに、廃棄物の適正な
管理・排出を継続してい
きたいと思います。

地域の高齢者が本社を訪問

当社カレンダーが全国カレンダー展で入賞

多摩六都科学館「いいにおい！香りのビーズを
つくろう！」に協力

日大生が高砂珈琲磐田工場を見学

磐田海岸沿いの不法投棄廃棄物回収作業に参加

国内での取り組み

工場見学の様子

回収作業の様子

参照URL　http://www.tamarokuto.or.jp/blog/rokuto-report/2015/08/25/
香りのビーズ /

「高砂は小笠原の香りをとらえた」
高砂香料はヘッドスペース技術を活用して、世界遺産である小
笠原諸島に生育する希少な植物の香りを捕集。日本とパリの研
究所で分析・創香され、パフューマー西田貴志氏により、新し
い香りのアコード（白い花、エキゾチックフルーツ、スパイス、
緑のアクセント）が提案された。小笠原プロジェクトは高砂にとっ
て初となる取り組みであり、2016 年も同様の活動を報告予定。

2016年のカレンダー
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　自己啓発制度の一環として、通信教育を実施していま
す。語学をはじめ、財務分析や環境対応、マネジメント
など、従業員の知識向上やスキルアップ、資格取得のサ
ポートとなる多くの講座を設定、自らが積極的に学べる
機会を提供しています。

　高砂香料グループでは、国籍や性別、信条、社会的
身分の他、障がい者差別、外国人差別などのあらゆる
差別を決して許しません。中長期計画「EHS100」の「基
本的人権の尊重」にて、児童労働、個人の尊重、障が
い者雇用、取引先の判断への対応を明確にするとともに、
具体的な活動として以下の取り組みを進めています。

　多様な人材が特性や個性をいかし、一人ひとりがいき
いきと働くことができる職場環境づくりに取り組んでいま
す。女性管理職や外国人比率を増やしていくとともに、
冊子・ウェブサイトによる啓発活動、勉強会などを実施
していきます。

　「従業員のゆとりと豊かさを実現するために、ひとりひ
とりの従業員を大切にし、安全で働きやすい職場環境を
作る」ことを企業憲章に掲げ、働きやすい職場づくりや、
従業員の安全と健康増進に努めています。

　高砂香料グループでは、ダイバーシティを尊重すると
ともに人材の育成に取り組み、安定的な雇用の創出を目
指しています。

　採用は人物本位で不透明なビジネスモデルに果敢に挑
戦する人材を求め、現地主導のグローバルな採用活動に
も積極的に取り組んでいます。また、経験や能力を発揮
できる再雇用制度や、雇用の場の創出と定着を図る障が
い者雇用制度を進めています。

　個人の多様な要望や価値観の充足を実現するため、
高砂香料グループでは積極的に人材育成に取り組み、働
きがいのある職場づくりを推進しています。

従業員とのかかわり

安定的な雇用を推進
人権尊重と差別の排除

ダイバーシティの推進

キャリア開発支援

雇用の状況

2015 年度報告（単体）

1

2

3

4

5

6

7

8

従業員平均年齢：39.9 歳

平均勤続年数：15.3 年

新卒者3年後定着率：96.8% (2013年4月1日入社 )

自己都合退職比率：1.2%　

定年退職者の再雇用率：68.2％（対希望者：100%）

障がい者雇用率：1.62%　

育児休業取得者復職率：100%　

時短勤務は小学3年終了まで1日1時間、
30分単位で取得可能
育児短時間勤務制度と併用すると5時間勤務が実現

働きやすい職場づくりを目指して

通信教育制度の実施

女性活躍推進法への対応について
高砂香料工業(国内）　　　国の基準

基本的人権の尊重

● 採用人数の女性比率　

● 男女の勤続年数の差　

● 一カ月当たりの残業時間数

● 女性管理職比率

40％　  　   　 ２０％以上

85％  　   　      70％以上

18 時間　  　    45 時間以下

14.8％　  　     ２０％以上

● 16 歳未満の労働禁止　

● 人権教育の実施　

● 障がい者雇用機会創出　

● 高砂香料サプライヤー行動規範の取引先への配布
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　仕事と生活の充実を目指し、高砂香料グループでは
ワークライフバランスの実現に取り組んでいます。時間
外労働の削減などにより労働時間の適正化を図るととも
に、業務改善による効率の向上や、年次有給休暇の取
得率の向上、リフレッシュ休暇やボランティア休暇によ
る仕事と育児・介護の両立への支援を推進しています。
　また、毎月第2・ 第3水曜日を「ノー残業デー」とし、
継続的に運用しています。2015 年度の有給休暇取得率
は 65.4％※でした。
　高砂香料工業では有給休暇を１時間単位で取得するこ
とが可能です。当社にはさまざまな家庭環境の従業員が
働いていますが、この制度によって自分自身の通院、子
どもの看護、両親の介護などのために有給休暇を有効に
活用することが可能になり、家庭の事情で退職すること
なく長期にわたって活躍できます。
※ 1人当たり年休取得数／1人当たり年休発生数

　高砂香料工業では、従業員の健康維持・増進のため、
定期健康診断の他、ポータルサイトでの情報発信などを
行っています。メンタルヘルス管理では、セルフチェック
やラインケア、健康管理担当者および専門家によるケア

を推奨するとともに、時間外労働が月 50 時間を超えた
従業員には産業医との面談を設けています。

　高砂香料工業では社内のさまざまな部署の従業員が
参加するスポーツ大会 “ 高砂杯 ” を毎年開催しています。
より多くの従業員が参加できるようにテニス、野球、フッ
トサル、バレーボール、バスケットボールの５種目を日に
ちを変えて実施し、日頃接点のない従業員同士が交流
を深めて家族的な社風を熟成しています。
　また毎年、各事業所ごとにスポーツ観戦、観劇、食
事会などのイベントも行われ、従業員同士のコミュニケー
ション向上を図っています。

　高砂香料工業には長い歴史を持つ労働組合がありま
す。会社と労働組合が継続的に健全な協議をすることに
より、従業員の労働条件の維持向上を図っています。ま
た年2回開催される労使協議会を通じ、会社の状況を従
業員に的確に伝え一体感を高める努力をしています。

　

　高砂香料工業には従業員が定期的に自分自身の仕事
についての満足度を会社に伝える自己申告制度がありま
す。この制度は、新たに挑戦してみたい仕事を申告する
など、現状の問題点などを上司を介さずに直接人事総務
部長宛に親展で申告する仕組みです。これを通じ、適材
適所の人員配置などを推進しています。

ワークライフバランスへの配慮

良好な労使関係の構築

自己申告制度の設定

社内レクリエーションの開催

健康維持・増進を支援

女性従業員比率＝女性従業員数÷総従業員数×１００
女性管理職比率＝女性管理職数÷総従業員数×１００

対象年度：2015 年度

女性従業員比率と女性管理職比率

対象年度：2015 年度

健康診断受診率（定期健康診断および人間ドック）　
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　高砂香料グループでは「5S・カイゼン活動」に取り組
んでいる他、事業所ごとに「安全衛生委員会」を設置し、
従業員の安全確保および心と体の健康を支援していま
す。労働災害については「EHSガイドライン」を制定し、
発生防止に努めています。2015 年度の労働災害発生件
数はグローバルグループ全体で5件、度数率6.2でした。
今後とも業務時における安全強化に努めていきます。

　2016年4月、本社にて、地元消防のご協力のもと普
通救命講習会を実施しました。胸骨圧迫（心臓マッサー
ジ）や AED の使い方を学び、受講者には 3 年間有効
の救命技能認定証が交付されました。本社では昨年も
同様の講習会を実施し58 名が受講しました。本年の受
講者は 52 名で、累計110 名が救命技能認定を受けまし
た。今後も継続して実施し、万が一の際の人命救助に
役立てます。

　2016 年8月、本社にて、御家流香道宗家の三條西堯
水氏を講師にお招きし、香会を開催しました。香道とい
う日本独自の香り文化を伝承することは、日本発の香料
会社である当社の使命と考え、今後もより多くの人に香
道にふれる機会を提供していきます。

　2016 年 8 月、本社で開かれた香会に参加しました。本社
の日本人以外にも、シンガポールからの参加者である私や台
湾、アメリカ、フランスといった多様な国からの出席者がそろ
いました。
　組香が始まると、部屋にはこれまでに経験したことのないく
らいの静寂が漂い、香道の歴史の重みと格式高さを感じ、終
始身の引き締まる思いでした。が、ひとたび正解が発表され
ると、出席者全員、それまでの緊張から解放され、笑顔で正
解者に拍手を送り、不正解者は互いになぐさめ合う、といっ
た交流が自然と生まれました。
　香道が、人の心の内を満たすとともに、人と人を結びつけ
る素晴らしい文化であることに気づいた貴重な体験でした。
今後も、年齢や国籍を問わず、多くの方が香道にふれてほし
いと思います。

I experienced the KODO ceremony on 15th August 2016 
in HQ, which was a part of CSR sustainability activity.I was 
seated with colleagues from around the world. There were 
Japanese, Taiwanese, American, French and myself, a 
Singaporean. After a round of introduction, I was relieved 
to know that it was also the first time experience for almost 
everyone. The room was extremely quiet. Master Sanjonishi 
spoke gently in relating the origin and history of KODO.The 
game started by an Incense presenter who prepared the 
kodo cups of heated aromatic wood with graceful hand 
gestures. It was a very calming process throughout, but 
when results were revealed, we lightened up and clapped for 
colleagues who did well while other colleagues received pats 
on the shoulder.I was glad to have made friends with the new 
found colleagues. KODO ceremony was a great experience 
for me, a peaceful retreat from the bustling of everyday life 
and a good bonding activity as well. 

従業員の安全と健康 香道体験会を開催

普通救命講習会を実施

※度数率： 休業１日以上を要する災害発生件数 ÷ 延べ実労働時間数 × 1,000,000
　　　　　度数率は高砂香料グループの製造事業所および研究所全従業員および派遣従業
　　　　　員を含む（交通事故は除外する）。

日本の香り文化である香道を体験して

Encouragement of KODO, the Japanese Culture of Fragrance 

Voice

Executive Assistant
Takasago International (Singapore)
Pte Ltd
Valerie Kam
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　飽くなき研究開発による高品質への追求、適正な情報
開示やグローバルなサプライヤーとのパートナーシップ
の強化などに努め、信頼され続ける企業として成長して
いきます。

　高砂香料グループでは、「コーポレートQC ポリシー」
を設定し、国内・海外関連会社が一貫した品質方針のも
とにお客様に満足いただける確かな品質をお届けすべく、
日々努めております。
　品質保証部は、生産部門や販売部門からの独立性を
保つため、経営に直結した組織となっています。また各
工場の品質保証室は指揮系統が本社品質保証部直轄の
体制となっており、品質保証に対する公平性を確保して
います。
　国際品質保証統括部は各国品質保証部門と横断的に
連携し、グローバルな品質保証体制の構築を推進し、
法規情報および原料情報の一元管理、また高砂香料グ
ループの試験検査手法の標準化に取り組んでいます。
　国内・海外関連会社の活動として、製品カテゴリー
に適した国際標準マネジメントシステムの認証取得
を積極的に進めています。品質マネジメントシステム
ISO9001:2008 は、国内では本社関連部署、フレグラ
ンス、ファインケミカルおよびアロマイングリディエンツ
製造拠点、また海外製造拠点でも継続的に運用、食品
安全マネジメントシステムについては国内外フレーバー製
造関連主要拠点で GFSI 承認規格（FSSC22000/BRC/
IFS）や ISO22000:2005 の認証を継続し、2015 年 11
月より新たにフレーバー製造関連主要拠点となった高砂
香料西日本工場においても、2016年4月に FSSC22000
の認証を取得しました。
　このような活動を効果的に運用することにより品質・
サービスの高度化を推進し、グローバルパートナーとし
てお客様のビジネスをサポートします。

　研究開発は、高砂香料グループの技術立脚の精神を
支える事業活動の柱です。社会が求めるフレーバー、フ
レグランスや医薬中間体を創出することで、カスタマー
ファーストを実現するとともに、社会全体の生活の質の
向上を目指していきます。

　高砂香料グループの事業は、「フレーバー事業」「フレ
グランス事業」「アロマイングリディエンツ事業」「ファイ
ンケミカル事業」の 4 事業で構成されます。平塚研究所
では、合成技術や分析技術、新事業につながる基盤技
術などの研究を行い、高品質な製品開発はもとより、環
境に配慮しつつ社会全体の満足度を高める製品開発を
支えています。

研究開発

品質マネジメント

お客様とのかかわり

4 事業活動を通じてお客様に貢献

自然に寄り添う素材開発を目指して

Voice

　近頃、マクロビオティックやロハスといった言葉をさまざま
な場所で目にするようになりました。このような風潮に代表さ
れるように「自然であること」に重きを置いた食生活やライフ
スタイルが注目されており、香料においても欧米を中心に “ ナ
チュラル”の良さが求められています。私たちはそれらの需要
に応えるため、酵素や微生物によって自然界で営まれているメ
カニズムをお手本に香料開発を行っています。サステナブルな
ものづくりという観点からも、バイオ技術を用いた香料開発が
ますます重要になると考えています。自然界には私たちの想像
を超える力を秘めた微生物がたくさん存在しています。これら
の力を見いだし、活用することによって人と環境どちらにもや
さしいものづくりを目指しています。

高砂香料工業
アロマイングリディエンツ
研究所第二部

岡田 華弥
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　信頼できるパートナーとの高品質な原材料を安定的
かつ確実に調達できる体制の維持・強化に加え、サプ
ライヤー各社には、サステナビリティや基本的人権の
尊重等、企業の社会的責任を重視する「高砂香料サプ
ライヤー行動規範」を、購入先調査書等を通して、共有・
理解していただいております。

　「コーポレート購買ポリシー」には、環境保全への配
慮を掲げており、リニューアブルな資源を志向し、また、
環境活動に積極的なサプライヤーから優先して原材料
の調達を行っています。

　2016年3月、Sedex※のAB会員となり、サプライヤー
の労働基準、健康と安全、環境、ビジネス倫理を評価・
管理することが可能となりました。企業の社会的責任の
一環としてSedexを活用し、責任あるサプライチェーン
の実現を目指します。

　高砂香料グループの生産活動は、原材料のサプライ
ヤーをはじめとするお取引先様によって支えられていま
す。これからも、この大事なステークホルダーとの公正で、
良好な信頼関係に基づくパートナーシップを継続・発展
させていきます。

　高砂香料グループでは、サプライヤーとの強固で互恵
的な関係を大切に考えると同時に、透明性にも配慮する
調達活動を実践しています。高品質で、安全・安心な製
品を、確実に供給し続けるためのサプライチェーンマネ
ジメントを推進します。

　グローバルな調達を行う当社では、国内の調達部員
をはじめ、高砂グローバルの各拠点で購買業務に携わ
る担当者が皆、責任ある調達活動を進めるべく「コー
ポレート購買ポリシー」および「コーポレート購買ガ
イドライン」を制定しています。
　当社は、各国での事業が信頼され続けるように、実
現し得る最も経済的な価格で、安全・安心な原材料を、
安定的に調達します。その品質は、各国の法規制等は
もとより、お客様のご要望を満たすことのできるもの
でなければなりません。

　健全かつ透明性の高い企業経営による持続的な成長
をもとに、株主の皆様に適切な利益を還元するとともに、
国内外の株主・投資家の皆様と良好なコミュニケーショ
ンを図り、適正な株価形成に努めております。

　高砂香料グループでは、「企業情報の適時･適切な開
示を行ない、広く社会に対して透明性を高める」ことを
企業憲章に掲げ、積極的な情報開示に努めています。

　高砂香料グループでは、IR／広報室が窓口となり、
期末・第２四半期決算および中期経営計画の公表時に投
資家・アナリスト向け説明会を開催するとともに、日々
の投資家訪問やＩＲ取材対応により、事業内容の理解促
進や株主・投資家との信頼関係の構築を目指しています。
　個人株主の皆様には、年2回「株主通信」の発送、
個人投資家向けに図表を使用したＩＲサイトを構築し、
よりわかりやすく事業理解を促進する活動を推進してい
ます。今後もさらに、高砂香料グループへの理解を深め
ていただけるようIR活動の向上に努めていきます。

　多くの株主の皆様に出席していただけるよう、株主総
会の集中日を回避した日程で株主総会を開催していま

す。また、株主総会の議題を十分に検討いただくため、
法定日程よりも早い、株主総会開催日の3週間前に招集
通知を発送するとともに、発送の２日前には招集通知の
データを当社ウェブサイトに掲載しています。

　高砂香料グループは、株主重視の経営を旨として、よ
り高水準の利益を確保できる経営体質を目指し、安定配
当の継続、ならびに業績水準を勘案した配当を実施する
ことを基本方針としています。
　2016年３月期の配当につきましては、配当の基本的な
方針を踏まえ、中間配当は１株当たり20円、期末配当
は25円を実施し、年間45円の配当としています。内部
留保金の使途につきましては、コア事業の拡大を目指し
た生産設備、研究開発、情報関連等の投資に充当する
とともに、財務体質の強化に活用していきます。

お取引先様とのかかわり  株主・投資家の皆様とのかかわり

サプライチェーンマネジメント

サプライヤーとのパートナーシップの構築

グリーン調達

適切な情報開示と良好なコミュニケーション

株主との対話

責任あるサプライチェーン実現に向けて
調達における購買方針

購買活動において以下のことを実施します。
● 品質・コスト・安定供給の3つの要素を追求します。

● 法令遵守を徹底し、人権の尊重、公正、公平な取引、
　 環境保全に配慮致します。　

● 地域文化を尊重し、高砂香料グループとサプライヤー
　 とのパートナーシップを築きます。

コーポレート購買ポリシー

高砂香料グループは、地球環境を重視し、社会に信頼される
企業を目指して、より良い社会づくりに貢献していきます。

高砂香料グループは、持続可能社会、法令や社会規範の遵守、
人権の擁護、安全衛生の確保、公正な取引等の社会的責任
にも配慮するお取引先を尊重し、優先して調達します。

高砂香料サプライヤー行動規範

投資家への決算説明会の様子

株主総会

配当の状況

IR説明会

所有者別構成比

( 注 )個人その他には、自己株式としての保有分（1.6％）
　　　が含まれています。

【株式併合および単元株式数の変更に関するお知らせ】
当社は、平成27年10月1日を効力発生日として、株式併合（5株
を1株に併合）および単元株式数の変更（1,000 株を100 株に変
更）を実施いたしました。

株式分布図

サプライヤーとの関係強化と
サステナブルな調達の推進

Voice

　私たちは、責任ある調達活動を行うべく制定した「コーポ
レート購買ポリシー」に基づいて日々の業務を遂行していま
す。定期的な面談・訪問を通じてお取引先様を理解・尊重し、
互恵的な信頼関係を構築すべく努め、品質・コスト・安定供
給を追求しています。
　また、環境に対するサステナビリティや企業の社会的責任
への配慮も、購入先選定にあたり重視しています。

高砂香料工業　調達部
小澤進祐

※ 倫理的かつ責任ある慣行に関する情報を共有するためのオンラインプ    
　 ラットフォーム
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環境報告
高砂香料グループは、「地球環境に配慮し、
地域社会を大切にした、世界の人々 から
共感を得られる企業を目指す」を
経営基本方針に掲げ、事業を通じて
環境への負荷を低減することに努めています。

ISO14001統合認証登録範囲

産業廃棄物の再資源化

前年比

2016年3月末現在

前年比

埋立処分量

廃棄物再資源化率

2 0 1 5年度のH i g h l i g h t s

E n v i r o n m e n t a l  R e p o r t

　持続可能な社会の実現を目指す高砂香料グループで
は、「環境保護」「社会的責任」「経済的効率」をサステ
ナビリティに掲げ、グループ一丸となって環境負荷の低
減に取り組みます。

　高砂香料グループは、2011年 12 月にグローバル生
産拠点における ISO14001 統合認証（認証登録番号 : 
JP11/071135） を取得しました。
　国内外に広がるサプライチェーンに即した環境マネジ
メントシステムの構築により、企業グループとしてのガバ

拠点

%減

%増

18

41

13.2

環境ビジョン

環境マネジメントシステム

 ISO14001 登録範囲状況
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ナンスの強化を実現するとともに、より効率的で実現性
の高い環境活動を推進していきます。

　高砂香料グループでは、温室効果ガスを削減し、地
球温暖化の防止に貢献すべく、事業活動に伴う CO2 排
出量の削減を推進しています。枯渇エネルギー由来の電
力量の削減のため、再生可能エネルギー電力への転換
を積極的に進めています。

　2014 年から 2015年にかけてのCO2 排出量に大きな
減少が見られますが、これは海外の拠点において2014
年度報告時の入力単位あるいは換算係数に誤りが見つか
り、2015 年に是正されたことによるものです。今後もデー
タチェックの方法を見直すなど算定値の精度の向上に努
めてまいります。

　2012 年 度 か ら “Corporate Value Chain (Scope3) 
Accounting and Reporting Standard” に基づき、サプ
ライチェーンの温室効果ガス排出量 Scope3 の算出を開
始しました。温室効果ガス排出量に占める Scope3 の割

合は 96.4％と非常に大きく、その中でも排出量が 95.9％
と多い Cat４につきましては、輸送手段の転換を図るなど
削減活動に取り組んでいきます。

　高砂香料グループでは営業車として積極的にハイブ
リッド車を導入し、また、全生産拠点においては、環境
負荷の低いバッテリー式フォークリフトへの代替を進め
ています。

　廃棄物に関する考え方や規制は、国や地域により大き
く異なります。未だ、分別収集およびゴミ分別がなされ

対象範囲：高砂香料グループ　（－）は算定方法検討中または対象外
対象年度： 2015 年度

温暖化対策の推進

産業廃棄物の再資源化

Scope3 の算出	

環境低負荷車両導入の推進

 Scope3 各カテゴリの排出量

※ 高砂香料グループを対象

消費電力量とCO2 排出量の推移

※ 高砂香料グループを対象

環境低負荷型車両導入の推移
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　自主規制の対象となるVOC( 揮発性有機化合物）を、
ホルムアルデヒド、トルエン、アセトン、エタノール、2-
プロパノール、ヘキサノールの6 化合物とし、グループ全
体の使用状況の把握に努めています。
　PCB 等特別な管理が必要な化学物質については、各
国の法規制に基づいた適正な管理を行っています。今後
も従業員に対するGHSおよびSDS情報に関する教育訓
練の実施や内部監査などを通じ、安全の維持や環境リス
クの低減、法規制への対応を確実にしてまいります。

　高砂香料国内グループでは、可能な限り環境負荷が
小さい製品やサービスを提供する事業者より優先して購
入を行うグリーン購入※に取り組んでいます。
　2015 年度のグリーン購入率（金額比）の平均は、
52.6% でした。

ていない事業所があります。しかし、廃棄物の処理で一
番費用がかかるのは物流であり、分別を進めるほど物流
費がかかる、CO2 を排出する、という面もあり分別の細
分化が最良とはいえません。高砂香料グループでは、グ
ループ全体で年間発生量の 0.7% が最終的に埋立処理
されていますが、マニフェスト制度が整っていない地域
もあり、外部委託先の廃棄物の処理情報が不明確な場
合もあります。今後は各事業所の委託業者に処理内容の
開示を求め、より精度の高いデータを収集します。

　高砂香料グループでは、化学物質の適正管理および
法規制への対応を強化し、使用量の削減を推進してい
ます。

　高砂香料国内グループでは、SDS（化学物質等安全デー
タシート）を用いて対象となる化学物質の情報を事前に
提供するとともに、PRTR法※の対象となる化学物質は、
法令に則って実態を把握し、報告を行っています。また、
事業活動で使用している化学物質の情報を「T-ReCS」※ 1

に集計し、管理することで削減に役立てています。　
　高砂香料国内グループが 2015 年度に取り扱った 
PRTR 対象化学物質は 37 品目で、大気排出量は 28.3ト
ン、公共水域への排出量は 5.1トン、土壌中への排出量
は 630kgでした。これからも排水処理システムの処理能
力の向上、脱臭装置の設置などを進め、環境への排出
量抑制に取り組んでいきます。

E n v i r o n m e n t a l  R e p o r t 環境報告

化学物質の管理・排出削減

グリーン購入

国内での取り組み

グローバルでの取り組み

※ PRTR 法…Pollutant Release and Transfer Register の略。
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律

※ グリーン購入とは、環境負荷ができるだけ小さい製品やサービスを、環境負
荷の低減に努める事業者から優先して購入すること。

二酸化炭素削減を考慮した都市ガスボイラーに更新

Voice

　2015 年 10 月にエネルギー使用合理化事業者支援補助金
を利用して、灯油ボイラーから都市ガスボイラーに更新する
ことができました。補助金申請は初めての経験でもあり、書
類の準備等大変でしたが、この投資により20％以上の二酸
化炭素排出量が削減されます。屋外タンク貯蔵所の撤去も
同時にできましたので、給油立ち合い、危険物施設管理が
なくなり、安全管理面においての管理負担も軽減されました。

高砂スパイス　秦野工場 副工場長

山口克実

対象年度： 2015 年度

埋立処分量
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事業活動における環境影響（マテリアルフロー） 対象期間：2015年4月〜2016年3月

※1

p28-31.indd   5 2016/10/03   11:02



32 TAKASAGO Social and Environmental Report 2016

高砂香料グループは、グローバルに

水源保護に取り組んでいます。

地球規模で水資源の現状をとらえた

最新活動を報告します。

12
　2012 年に、 TBRはモニタリング、資源のマッピング、および水の
消費量の大幅削減に貢献できる油圧機器への更新を実施しました。 
水の使用量の管理を通じて、漏えいの可能性がある箇所を見つけ報
告するというシンプルな習慣を従業員に動機づけることが可能とな
りました。また、私たちは世界水の日（3 月 22 日）に「洗った後で手
を 12 回振ろう」というテーマでキャンペーンを行いました。 15 分間
の活動で水の利用について振り返るよう促すことができました。
　　　
In 2012, Takasago Brazil adopted actions in monitoring, mapping of 

sources, replacement of hydraulic equipment which contributed sig-

nificantly in reducing the consumption of water. Managing the use of 

water enabled the motivation of employees to adopt simple practices 

observing and reporting possible points of leakage. We highlighted 

the campaign on World Water Day, with the theme “after washing your 

hands shake them 12 times.” The activity with 15 minutes duration, 

was conducted to stimulate reflection on water use in the productive 

chain of paper. 

海外製造拠点・事業所での
水源保護への取り組み

ブラジル（TBR)

Takasago Fragrãncias E Aromas Ltda.
世界水の日

回

世界水の日に社長自らデモンストレーションを行う様子

従業員による活動の様子
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　TAKUSのフレグランス工場では、すべての工程において可能な限
り水の使用を減らし、再利用する道を模索しています。 現在は最終
水洗槽の水をさらに洗浄に再利用する可能性を探っています。古い貯
蔵タンクに他の用途（潅漑など）のためにとられる雨水を集める方法
も検討しています。

　TAKUSのフレーバー工場の水は SUEZ North America ( 民間の
水道会社 )より供給を受けています。供給は分水地点 / 貯水池から
生み出され、顧客に届けられる前に浄化されます。水質は高砂の検
査監視基準と合わせ、SUEZ によって検査されています。工場での水
の使用量は毎月（T-ReCS* によって）監視しています。
　環境チームと水削減プロジェクトに参画している一部の従業員と共
同で、水の使用削減を全従業員へ伝達しています。幾つかのプロジェ
クトが 2016 年に開始され、まずは蒸留工程で水漏れのあった冷却
プレートを交換しました。 この設備の改修は完了し、水の損失は 1
年当たり 1,641,600 ガロン減少しました。 また、排水の削減にもつ
ながりました。現在第2のプロジェクトを検証中ですが、これには水
の使用量と 462,000 ガロンの排水削減の可能性があります。
*T-ReCS （Takasago Responsible Care System)

Water supply for the Teterboro facility is provided by SUEZ  North 

America. The supply is generated from watersheds / reservoirs which 

is then purified prior to being supplied to customers. The water quality 

is monitored by SUEZ, along with testing/monitoring requirements  by 

Takasago. Water consumption is monitored monthly (T-ReCS) for the site. 

Communication to all employees throughout the site on water reduction 

is conducted along with some employees participating on environmental 

teams and water reduction proj-

ects.  A few projects were started 

for 2016, the first was replacing 

chiller plates (leaking) on a distil-

lation process. This unit upgrade 

has been completed and the 

reduction of water loss is ap-

proximately 1,641,600 gallons 

per year. Also this is a reduction 

in waste water discharge.

The 2nd project is under review 

at this time and has the possi-

bility of reducing water use and 

sewer discharge of 462,000 

gallons. 

■ Fragrance Factory (Harriman)

■ Flavor Factory (Teterboro)

　ニュージャージー州ロックレイの拠点はアメリカにおける事業の本
部で、販売、マーケティング、研究開発、その他の支援をフレーバー
およびフレグランスビジネスに提供しています。私たちの水は、主に
近くにある4つの貯水池から、ニュージャージー州ハワースの水処理
場で処理されたのちに届けられます。
　2013年に、各々の部門から代表者に参加してもらい、ベストプラ
クティスを学び、天然資源を保護するため協働する「環境保護／ごみ
減量委員会」が生まれました。自動センサー蛇口を洗面所に取り付
けたり、節水器具を必要な時に購入したり、定期的に予防的メンテナ
ンスを行っています。

The Rockleigh, NJ site is Corporate Headquarters for USA operations 

providing sales, marketing, R&D and other support to both the Flavor 

and Fragrance business.  Our water comes primarily from four reser-

voirs located nearby. Before water reaches us, it is first treated at a Wa-

ter Treatment Plant in Haworth, NJ. 

In 2013, TAKUS created an Environmental Conservation and Waste 

Reduction Committee in which 

representatives from each fa-

cility meet to share, learn best 

practices and work together 

to conserve our natural re-

sources. We have installed au-

tomatic sensor faucets in our 

restrooms, continually seek 

to purchase water efficient 

equipment when needed and 

perform preventative mainte-

nance regularly.

アメリカ（TAKUS)

Takasago International Corp. (U.S.A.) 1,641,600ガロン減少

The Harriman Site continues to explore ways to reduce, and reuse as much 

water through our process as possible. Most recently we are exploring the 

possibility of reusing final rinse tank water for further cleaning. We are also 

exploring the use of an old storage tank to capture rain water run off for 

other uses such as irrigation.

水の損失 < Flavor Factory (Teterboro) >（1年当たり）

貯水池の一つ

SUEZ の貯水池

■ Headquarters (Rockleigh)
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　TDMではオイルトラップと配管清掃により排水中の BOD（生化
学的酸素要求量）を低減しています。 オイルトラップには密度の違
いによって有機化合物を分離する機能を導入しました。排水中の
BODを10%低減するため、微生物によって有機化合物を分解させ
るバイオシステムが使用されています。

　私たちは事業所全体で環境にやさしい小便器の設置を終えまし
た。従来の小便器は流すたびに3ℓの水を使いますが、この小便器
は水を必要としないため、毎年およそ 170,000ℓの水使用を削減し
ていることになります。 トイレには自動洗浄センサーの設置を終え
ました。センサーによって１回の洗浄当たり3.8ℓを使いますが、こ
の設置でおよそ36%の節減を実現しました。 自動水栓が水の流れ
をコントロールしており、手洗い用の水の消費を60%削減しています。
　　　
We are reducing the BOD (Biochemical Oxygen Demand) in the waste 

water by the use of fat traps and drainage cleaning.  The fat traps 

installed function separating the organic compounds by density differ-

ence; a biological system is used to degrade the organic compounds 

by microorganisms reducing the 10 % of BOD in the waste water. 

We finished the installation of ecological urinals in the entire site, these 

do not consume water, conventional urinals use 3 liters of water for 

every discharge, we save approximately 170,000 liters of water every 

year for each urinal. We also completed the installation of electronic 

sensors of water discharge in toilets and electronic water taps. An elec-

tronic sensor in the toilet spends 3.8 L per water discharge, achieving 

savings of approximately 36% in the consumption water. The electronic 

water taps control the release of water, getting savings in the order of 

60% of water consumption for handwashing.

メキシコ（TDM)

Takasago De Mexico S.A. De C.V.

生分解促進剤

オイルトラップでの作業

10排水中のBOD
% 低減
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　排水処理工程に関する深い調査ののち、TICSAは2014 年に排水
処理設備で新たな管理システムを導入しました。 この2年で、排水
処理設備の自動化、浄水（脱塩）工場で用いる塩水の自動分離システ
ムの導入、ボイラーでの蒸気の再利用、蒸気を発生させるタイミング
の最適化などの幾つかの措置を実施しました。その結果、水の使用

（2013 年度比で 40%の節減）とエネルギーの使用（2013 年度比で
50% の節減）において非常に良い結果を得ることができました。
　TICSAは水の利用が限られた、乾燥した地域にあるため、水の消
費を減らすべく新たな活動を実行していきます。

In 2014, after deep studies on waste water treatment process TICSA 

implemented the new Management System in WWTP. In the last 2 years 

we have taken several actions such as WWTP automation, automatic 

splitting system to treat salty water in the Purification (desaltation) Plant, 

steam reusing in boilers & optimization of steaming times, getting very 

good results in terms of water consumption (40% saving vs 2013) and 

energy consumption (50% saving vs 2013). We continue implement-

ing new actions in order to reduce the consumption of water because 

TICSA is located in a dry area where water has a limited access.

フランス（TEPL)

Takasago Europe Perfumery Laboratory S.A.R.L.

排水処理場

　TEPLは水源を守り、維持することに常に最大の関心を払っていま
す。まず、洗浄効率を維持しつつ水消費を削減するため、設備洗浄
工程における水の消費の管理を実施。さらに、流量を制限する装置
を衛生エリアで流される蛇口とトイレに取り付けました。直近では、
毎週のスプリンクラー動作テストの水を再利用できるようにしました。
　昨年度は、直接下水道へ排水するための新しい廃水処理システム
に投資を行いました。今後の目標は洗浄工程で処理された水を再利
用することです。

TEPL has always given a great attention to preserve and save water 

source. The first action was to manage our water consumption for the 

equipment cleaning process to reduce our consumption while preserving 

the cleaning efficiency.  We pursued our actions by installing flow restric-

スペイン（TICSA)

Takasago International Chemicals (Europe) S.A.40% 節減

水再利用
tors in all taps and toilet flushing in sanitation area. More recently we 

have made a transformation to reuse the water for sprinkler weekly tests. 

Last year we have financed a new system of wastewater treatment to put 

back directly in the sewer system network. The objective in the future is to 

reuse the treated water in the cleaning process.

廃液蒸発装置

毎週スプリンクラー動作テスト

水使用量　（2013 年度比）
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　TIGでは、水資源の有効活用を目指して日頃から節水に取り組ん
でいます。主要生産品目は粉末香料や水抽出物で製造プロセスにお
いて多くの水を使用しています。製造プロセスには純水を使用してお
り、昨年は純水製造プロセスに着目して節水対策を行いました。こ
れまでは、純水製造プロセスで生じる濃縮水を廃水処分していまし
たが、再利用を検討し、リサイクルシステムを構築しました。この濃
縮水の再利用により年間使用量の 10% 程度の水を削減することが
できました。濃縮水は水道水タンクにリサイクルされますがイオン濃
度が高く、再利用する上で純水製造装置への悪影響が懸念されます。
そこで、リサイクル時は濃縮水の電導度を測定、管理することで水
道水タンクの水の品質を維持しています。濃縮水のリサイクルまたは
廃水処分は電導度により自動化されており、これまで、1年以上問題
なく稼働しています。他にも装置の洗浄方法の見直しによる節水など
を行っており、今後もハード・ソフトの両面から節水に取り組んでい
きます。

中国 上海（STU)

Shanghai Takasago-Union Fragrances & Flavors Co., Ltd.

中国 広州（TIG)

Takasago International (Guangzhou) Co., Ltd.

　STU の浦東工場は建設から約 20 年が経過しており、すべての水
の配管が劣化してきていました。
　そこで 2013 年度より水質管理の計画をスタートさせました。ここ
3 年間では水の消費を削減するため CIP システムを導入しました。い
かなる漏えいも防止するため、日々の監視用に各所に流量計を設置し
た上、工場内の給水配管をすべて刷新しました。また、消火活動の
効率を改善するために給水栓設備のすべての配管も改修しました。
　日々の点検のためオンライン COD 試験装置を導入。また、想定さ
れるあらゆる漏えいを防ぐため、廃水配管も更新しました。STU の
排水の COD 値は、規制で定められているものより非常に低く抑えら
れています。さらなる水消費削減推進のため、2016 年には廃水再利
用プロジェクトを実施していきます。

As STU factory was built almost 20 years ago, all water pipelines were 

degraded. From 2013, STU started its plan for water quality manage-

ment. In the past 3 years, CIP system were introduced to save water 

consumption.Water supply pipelines within factory were completely 

renovated to avoid any leakage with water meter installation in differ-

ent areas for daily monitoring. All pipelines of hydrant system were also 

upgraded to improve the fire fighting efficiency. Waste water pipelines 

were also renovated to prevent any possible leakage with installaion of 

on-line COD tester for daily check. COD value of our waste water was 

much lower than that of the regulation requirement. We will implement 

waste water reuse project in 2016 to save water consumption further.

■ 浦東工場

オンライン

COD試験装置導入

純水装置

CIPシステム 消火栓配管 給水配管

10年間水使用量
% 削減
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　シンガポールでは政府が常に水の重要性を提唱しており、持続可
能性確保のため需要を管理し水資源を保護する継続的な努力を行っ
ています。そのため、TIS では貴重な水を地域社会と共有している
ことを教育しています。 以前は pH 測定器の電極部に付着したヘド
ロなどを取り除くため、スプレージェットが休まず作動していました
が、現在は、pH 値の正確さへの妥協はないものの、タイマーによ
り一定の間隔で散水をオンにすることで 1 日につき約 10m3 の節減
を実現しました。私たちはこれからも水の必要量を管理し、使用を
削減する道を模索し続けます。

In Singapore, our government is constantly advocating its importance 

and continual efforts are put in to manage demand and conserve our 

water resources to ensure sustainability. At Takasago Singapore, we 

have inculcated in our culture to have the same shared ownership of 

our precious water with the community. Our PH probe pen spray jet 

シンガポール（TIS)

Takasago International (Singapore) Pte. Ltd.

was previously turned on 24/7 to dislodge sludge or any material that 

is stuck to the sensor head. It is now operated on a timer to turn on the 

water spray at fixed interval without compromising on accuracy of PH 

measurements and a saving of estimated 10m3 a day is achieved. We 

will continue to explore further avenues to manage and reduce our wa-

ter demands.  

　ドイツでは、飲用水は十分な量を利用でき、充実した配管のネッ
トワークで地域の給水設備から家庭用と産業用へと供給されて
います。
　水質基準は法律によって定められています。それに加えて、私た
ちは自工場の飲用水の水質検査を外部の認証検査機関に毎年依頼
しています。 さらにTEGの品質管理部が、飲用水の微生物検査を行っ
ています。その後の社内での使用目的により、飲用水の一部は軟水
装置または RO（逆浸透）システムで処理されます。節水のため、洗
浄工程は一度以上使用された水、例えば個々の洗浄ステップから集
められたものを利用して行われています。
　　　
In Germany, drinking water is available in sufficient quantities and is 

supplied from regional waterworks to private households and the in-

dustry through a well-developed pipeline network. 

The requirements for water quality are regulated by law. Additionally, 

we have drinking water quality checks carried out by an external of-

ficially approved laboratory on site every year. Our internal quality con-

ドイツ（TEG)

Takasago Europe GmbH

trol department furthermore performs microbiological analyses of the 

drinking water.

Depending on its later internal use a certain part of our drinking water 

is treated in softening plants or in a reverse osmosis system. 

In order to save water, cleaning processes are carried out with water 

used more than once, i.e. the water from the individual cleaning steps is 

collected and then used again.

認証検査機関 依頼

飲用水の品質検査

10m3 節減

スプレードライヤー洗浄システム 逆浸透膜装置

左／pH プローブ
右／電極ホルダーのピット

散水（1日当たり）
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「高砂香料西日本工場」より桝村社長
による全従業員に向けた訓示

高砂香料グループでは、火災事故などの重大事故に対する再発防止の
推進部門として、安全統括本部安全管理部を設置しております。社長自
らが安全統括本部長を務め、安全意識の醸成と安全文化の確立を目指
し、全従業員が一丸となって活動を継続しております。また、火災事故
に対する記憶の風化を防止する目的で火災事故発生日である4月10日
を「安全の日」と定め、安全に関する活動をグループ全体で行っており
ます。2016年4月の活動の様子を一部紹介いたします。 「“二度とこのような事故を起こすことは

許されない”、“事故を風化させない”、
という気持ちをしっかりと胸に刻み込み、
高砂グループ全体で安全意識を高め、安
全文化の醸成に向かって邁進していく」
と誓いを述べました。

高砂香料 本社

蒲田消防署の指導のもと、蘇
生法・AED の取り扱い・応急
処置の技能を身につける「普
通救命講習」を実施

鹿島工場

ヒューマンエラー教育および消
火器・非常口・火災報知器の
位置確認、装置非常停止教育
の実施

磐田工場

磐田警察署の指導による、自
転車の交通ルールを主体とし
た安全教室を実施

南海果工

日高広域消防の立会いのもと、
重油漏えい事故を想定して、
被害拡大防止を目的とした吸
着マットの使用講習を実施

平塚研究所

平塚市消防本部の協力のもと、
シートハウスを設営し煙体験を
実施高砂香料西日本工場

三原市消防本部の協力のもと、
消火訓練を実施

高砂スパイス 秦野工場
工場内に潜む
安全上のリス
クについて、
グループ単位
による危険予
知活動を実施

高砂ケミカル 掛川工場
業 者による
フォークリフ
トの個別運転
指導を実施

高砂フードプロダクツ
袋井消防署の
協力のもと、
初期消火活動
の効果の検証
を実施

高砂珈琲 磐田工場 
簡易消火器具
を用いた消火
訓練を実施

平塚工場、配送センター

安全統括副本部長で
ある山形常務の訓示
後、消火器の取り扱い
訓練を実施

高砂香料国内グループ拠点における
「安全の日」活動報告

TOPICS
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とてもわかりやすい

わかりやすい

ややわかりにくい

わかりにくい

多い

やや多い

やや少ない

少ない

とても見やすい

見やすい

やや見にくい

見にくい

2%

14%

47%

37%

「top message」〜サステナブルな社会を実現するための取り組み、社会貢献活動など、企業方針について

特集「研究者たちが描く 2050 年の香料の世界、持続可能な社会に向けたチャレンジ。」について

TOPICS『あの日を忘れない！高砂香料国内グループ拠点における「安全の日」活動報告』について

読み取れた

読み取れなかった

大変興味深い

興味深い

つまらない

とてもつまらない

大変評価できる

評価できる

あまり評価できない

評価できない

● 取り組み内容について

● CSR マネジメント
　 について

● 環境報告について● 社会性報告について

● わかりやすさ
● デザイン（レイアウト、文字の大きさ、
　 イラスト、写真について） ● 情報量

● 製造拠点・事業所での
　 活動報告について

Q1

Q2

Q3
自社での事故を風化させたくなるのが人間の弱い心情だと思います。それを
あえて、忘れない日として企業全体で取り組んでいることは評価できること
だと思います。是非これからも続けてください。（男性、30 代、お客様）
風化させないための取り組み日を設けていることと、グループ全体でその日

高砂香料グループの活動・取り組みについて

報告書について

Q4

Q5

を大切にしているのが大変評価できる。社内の雰囲気も良いのだろうと感じ
た。（女性、20 代、学生）
安全の日の設定は良いことだが、ハード面ではどのような対策がされている
か？（男性、60 代、一般市民）

CSR 活動に関する意見
「Environment（環境）、Health（健康・衛生）、Safety（安全）」
を CSR 経営の基盤と位置づけている点が明確で印象にのこりや
すい。（女性、30 代、学者・研究者）
事業活動・製品等に関する意見
すぐれた製品開発を通じて社会全体のクオリティ・オブ・ライフ 
を追求するという点が印象に残った。（女性、30 代、一般市民）

「地域社会から歓迎されるグローバル企業」を目指していること。
（男性、60 代、一般市民）
環境配慮に関する意見
響きの良い天然資源を使うことだけが環境を守ることではない

研究者の取り組み姿勢等に関する意見
若手社員が、とてもしっかりした自分なりの考えと長期的な視
野を持って研究に取り組んでいること。（男性、40 代、お客様）
一消費者としては香りはただの香りでしかありませんが、パ
フューマーの方の意識では、どう配合することでより良い心地が
作れるか切磋されているのですね。いい香りとしか表現できな
いものへ、どれだけの時間と人が使われているのかと興味がで
きました。（男性、30 代、お客様）
研究開発・製品等に関する意見
香料の作成にはさまざまな気配りのもとから生まれた商品であ
るということ。なかなか製造過程までは製品から想像できない
ので、着眼する良い機会になりました。（男性、40 代、お客様）
ケミカルな香料は自然や生物と相反し、天然香料は自然枯渇を
招くイメージがあった。そこをどうやって道を開くか、その研究

という主張が良かった。（男性、40 代、お客様）
環境配慮に関する意見

「グリーンケミストリー」の概要や理念については良い印象を持っ
た。具体的なことまではあまり書かれていないので、一例だけ
でも紹介してあると実感を持てたかと思う。（女性、30 代、お客様）
企業姿勢・イメージ等に関する意見
根底に流れるポリシーとして、「すぐれた製品を通じて社会全体
のクオリティ・オブ・ライフを追求すること」があること。また「技
術立脚の精神に則り社会に貢献する」という考えがあることが
印象に残った。技術革新してくれそう。（男性、40 代、企業・団
体の環境担当）

は大変興味深い。（女性、30 代、お客様）
環境配慮に関する意見
香りのビジネスが生態系の恩恵であるという考え。環境と香料
との関係を考えたこともありませんでした。（女性、30 代、お
客様）
香り・香料に関する意見
新たな香りの機能で超高齢社会を心地良く快適に過ごすという
点が興味深いと感じた。（女性、30 代、一般市民）
疑問・要望・期待等の意見
香料の研究といえば企業秘密のイメージが強い。ただ、興味深
くはあったが、知りたいことは書かれていなかった。香料メーカー
はどの程度動物実験を行っているのか。CSR 報告書で動物の
使用数等を公表していないのはなぜなのか。ちゃんと本当のこ
とを書いてほしい。（女性、40 代、お客様）

高砂香料グループの「社会・環境報告書2015」
に関するアンケート結果について
高砂香料では、2016年1月から4月までCSRモニターアンケートを実施し、回答数は420件、うち男性285名、
女性135名となりました。1回答につき、100円を高砂香料グループよりユニセフに寄付をいたしました。

http://www.takasago.com/ja/aboutus/sustainability/ehs/pdf/takasago2015.pdfweb
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